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(1)受賞者について
1　氏　名　　　嚴紹璗　（Yan Shaodang）
2　生　年　　　1940年
3　現　職　　　中華人民共和国・北京大学教授
4　略　歴
　　　1940年　中華人民共和国上海市生まれ
1964年　北京大学文学部卒業
1964年　北京大学文学部助手、講師、助教授を経て1990年に教授となり、現在に至る
1994年　（日本）国際日本文化研究センター客員教授
2001年　（日本）国文学研究資料館客員教授
（受賞歴）
2008年　社会科学研究優秀賞（北京市）
2009年　人文学術研究優秀賞（中国教育部）　ほか多数
（主要著作）
『中日古代文学関係史稿』湖南人民出版社、1987年
『日本中国学史』江西人民出版社、1991年
『日蔵漢籍善本書録』（３巻）中華書局刊、2007年【受賞作】
『日本中国学史稿』学苑出版社、2009年
　　　
(2)贈呈理由
嚴紹璗教授は中国の最高学府・北京大学の教授、中国比較文学学会副会長として、さらに最近は香港大学の名誉教授を兼ねる、中国学術界の重鎮である。
また、その人物たるや高潔にして謙虚、万人の敬仰おく能わざるところであることも故なしとしない。これも永年にわたる真摯な研究が形成した人品の高さであろう。
その学問は中国と日本との比較研究を中心とし、つとに『中日古代文学関係史稿』（湖南文芸出版社、１９８７年）は上梓後、忽ちに絶賛に包まれた（第２回科学研究成果著作二等賞、第1回全国比較文学図書一等賞）。また同種の視点をもって日本における中国学の歴史を述べた著書『日本中国学史』（江西人民出版社、１９９１年）も引き続き好評を博し（第４回科学研究成果著作二等賞）、中華人民共和国国務院より「政府特別終身手当金」が交付される栄誉に浴することとなった。これらは氏の堅実な実証的研究の質の高さを反映するものであろう。
その上で、氏の研究に決定的な評価の与えられる著述、『日蔵漢籍善本書録』（中華書局、２００７年刊、２００９年中国教育部人文科学研究一等賞）が出現した。日本各地に所蔵される中国の書物、しかも善本をすぐって内容を調査、評価も加えて書目録を作成したのである。
氏は１９８５年以降３０回を超える来日の中で各地の公私の図書館、寺社及び個人宅を訪ねて、１１,０００点あまりの書物を記録、全３巻３８０万字を上回る斯書にとりまとめた。
この書物は、単なる書誌ではなく、文化史学の方法に基づき、かつ文献学の専門知識を駆使し、古典籍の伝来事情や版本書誌、さらに所蔵機関や序文跋語などについても詳細に考察し、日本文献との比較を通して、中国の文献が日本文化の中に溶解していく過程を明らかにしたものである。
当然ながら、斯書はあらゆる方面からの高い評価を受けた。たとえば、崔文印氏は「この書物の根は深く成果は高くそびえ、豊かに輝きを放っている」と評した（「北京大学学報」５号、２００７年）ほか、新聞雑誌などに２０編の書評、紹介が掲載された。
中国と日本という深く長い文化交流をもつ地域で、過去にどのような文化的連携が行なわれてきたかを、これほど雄弁に語る著作はかつてなかったと言ってよい。その偉業に大阪府は尊敬と大きな感動をもって、ここに山片蟠桃賞を贈る次第である。
 (3)受賞者メッセージ
中華人民共和国
北京大学教授
嚴紹璗
第23回山片蟠桃賞の受賞が決まったと知り、喜びがわき上がりました。山片蟠桃賞審査委員会の先生方が、学術的理性をもって中国の日本学研究者にこのような高い評価を与えてくださったことに心から感謝申し上げます。山片蟠桃賞は「日本に対する国際理解」を促すことが主旨ですが、それは私が30余年「日本学」研究に携わり、追い求めてきた目標と完全に一致します。
1970年代に日本学研究を始めて40年弱、世界文明全体の発展における日本文化の意味を考えることに力を注いできました。「記紀神話」の世界に入ると、神話の生き生きとした想像、隠喩、そしてフィクションやシンボルに惹きつけられ、大和民族が、自己が生存する世界のなかで表現してきた思考、知恵、努力を理解しました。神話に現れた多元文化的な要素から、日本人の哲学的資質と、外来文明との生き生きとした繋がりを理解し、人類が世界を認識する際に共通する意識が透けて見えることに気づいて、日本文化がこれほど豊かで、多彩であることに、深く感動しました。こうした理解に沿って、多くの日本の先達たちの基礎の上に、『古事記』、『万葉集』、一連の「浦島太郎伝説」、『竹取物語』、『源氏物語』、「五山文学」作品、江戸時代の「仮名草子」や「読本」にいたるまでその解読に努め、また日本の漢籍珍本の調査をし、それによって生き生きとした、深みのある日本文化を知るための「多元文化的視野」を確立しました。
私の「日本文化の視野」は二つの側面があります。第一は、日本文化の内部にある「多元文化的視野」を理解、分析し、世界文明の一員として世界文明と密接な関連を持つことを解明することです。第二は適切な文献を基礎に、日本文明が華夏文明を含む東アジア文明の発展に貢献したことを解き明かし、日本文明の本質への理解を深めることです。
美しい関西地方は、日本古代文明の起源となる地の一つで、発展する大阪は近現代日本がアジアに立つ一翼を担いました。静かに流れる淀川は、この豊穣な土地を育んできました。上海出身の中国人学者として、私は大阪に来るといつも、大阪と上海の間に、「差異のなかに多くの相似があり、相似のなかにまた多くの差異がある」ことに気づきます。それはまさに、中国と日本が二千有余年にわたり歩んできた長い道を象徴しているのかもしれません。今、21世紀の新しい時代に直面し、新しい生活、新しい文明を築くために、「山片蟠桃賞」の提言する「国際理解」は我々が進むべき道を示しています。まさにこうした意味において、私はこの賞を頂いたことを誇りに思い、またその責任を実感しています。
(4)過去の受賞作、受賞者
(年齢・職名・国名は受賞当時)

	回・年度
	著　　　作
	著　　　者
	国　名

	第１回 
（昭和57年度）
	“World Within Walls"をはじめとする著作
（日本文学史の研究）
	ドナルド・キ－ン(60)
（コロンビア大学教授）
	アメリカ合衆国

	第２回 
（昭和58年度）
	“Lessons from History"をはじめとする著作
（新井白石の翻訳）
	ジョイス・アクロイド(65)
（クイーンズランド大学教授）
	オーストラリア連邦

	第３回 
（昭和59年度）
	『日本語の中のオランダ語』をはじめとする著作
（日蘭交流史の研究）
	フリッツ・フォス(67)
（国立ライデン大学名誉教授）
	オランダ王国

	第４回 
（昭和60年度）
	『日本의万葉集』をはじめとする著作
	金　思燁(ｷﾑ  ｻﾖｯﾌﾟ)(73)
（東国大学校教授兼同大学校付設日本学研究所長）
	大韓民国

	第５回 
（昭和61年度）
	『１０－１３世紀日本文学における日記と随筆』をはじめとする著作
	ヴラジスラフ・ゴレグリヤード(54)
（ｿ連･科学ｱｶﾃﾞﾐｰ東洋学研究所ﾚﾆﾝｸﾞﾗｰﾄﾞ支部極東部長兼ﾚﾆﾝｸﾞﾗｰﾄﾞ大学日本語科主任教授）
	ソビエト社会主義
共和国連邦

	第６回
 （昭和62年度）
	『日本古典文学事典』をはじめとする著作
（古典文学の研究）
	アール・マイナー(60)
（プリンストン大学教授）
	アメリカ合衆国

	第７回
 （昭和63年度）
	『道行文』をはじめとする著作
	ジャクリーヌ・ピジョー(49)
（パリ第７大学教授）
	フランス共和国

	第８回
 （平成元年度）
	『１８世紀日本の『徳』の諸相－大坂商人の学問所・懐徳堂』をはじめとする著作（近世思想の研究）
	テツオ・ナジタ(53)
（シカゴ大学教授）
	アメリカ合衆国

	第９回
 （平成２年度）
	歴史的日本に対する文明論的あるいは学問的考察に基づく一連の著作
	サー・ヒュー・コータッツィ(66)
（元駐日英国大使）
	英国

	第10回
 （平成３年度）
	“The Tale of Genji"(『源氏物語』全訳）の翻訳をはじめとする一連の著作
	エドワード・サイデンスティッカー(70)
（コロンビア大学名誉教授)
	アメリカ合衆国

	第11回
 （平成４年度）
	『坂本龍馬と明治維新』をはじめとする一連の著作（日本近世、近代史の研究）
	マリウス・ジャンセン(70)
（プリンストン大学名誉教授）
	アメリカ合衆国

	第12回
 （平成５年度）
	『御堂関白記』をはじめとする著作
（御堂関白記の翻訳と詳細な注釈）
	フランシーヌ・エライユ(64)
（国立高等研究院教授）
	フランス共和国

	第13回
 （平成６年度）
	『大英図書館蔵日本古版本目録』をはじめとする著作（大英図書館収蔵の日本古版本の書誌研究）
	ケネス・ガードナー(70)
（元大英図書館東洋コレクション副主席）
	英国

	第14回
 （平成７年度）
	奄美・沖縄を中心とする調査と研究をはじめ、民族学的考察に基づく日本研究の一連の著作
（奄美・沖縄を中心とする民族学研究）
	ヨーゼフ・クライナー(55)
（ボン大学教授、ﾄﾞｲﾂ-日本研究所所長）
	ドイツ連邦共和国

	第15回
 （平成８年度）
	『中日文化関係史論』をはじめ、日本の歴史と文化の研究に基づく一連の著作
（歴史・文化の考察及び日中文化関係史の研究）
	周　一良(ｼｭｳ  ｲﾁﾘｮｳ)(83)
（北京大学教授）
	中華人民共和国

	第16回
 （平成９年度）
	『地球と存在の哲学環境倫理を越えて』にいたる一連の著作（風土論を通した日本文化研究）
	オギュスタン・ベルク(55)
（国立社会科学高等研究院教授･現代日本研究所長）
	フランス共和国

	第17回
 （平成10年度）
	日本研究推進への多年の貢献と、『古事記』の言語学的考察による一連の著作
	ヴィエスワフ・コタンスキ(83)
（ワルシャワ大学名誉教授）
	ポ－ランド共和国

	第18回
 （平成11年度）
	多年にわたる日本文学・日本文化史研究の功績と『もう一つの中世像』を中心とする一連の著作
（物語絵本や尼僧（門跡尼寺）の研究）
	バーバラ・ルーシュ(67)
（ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学日本文学･文化名誉教授､中世日本研究所所長）
	アメリカ合衆国

	第19回
 （平成12年度）
	『近世畸人の芸術』と、日本美術研究に関する一連の著作（日本の仏教美術史・近世絵画の研究）
	ジョン・ローゼンフィルド(76)
（ハーバード大学東洋美術史名誉教授）
	アメリカ合衆国

	第20回
 （平成13年度）
	“Embracing Defeat"（邦訳『敗北を抱きしめて』）をはじめとする一連の著作（日本の戦後史の研究）
	ジョン・ダワー(63)
（マサチューセッツ工科大学教授）
	アメリカ合衆国

	第21回
 （平成16年度）
	『余暇を通じてみた日本文化』『拳の文化史』をはじめとする余暇社会学、娯楽史的分野に関する一連の著作（日本の戦後史の研究）
	セップ・リンハルト(60)

（ウィーン大学日本学科教授）

	オーストリア共和国　

	第22回
 （平成19年度）
	 “A Waka Anthology, Volume One”をはじめとする一連の著作
	エドウィンＡ.クランストン(75)　　　　
（ハーバード大学日本文学教授）
	アメリカ合衆国　


(5)山片蟠桃について
山片蟠桃(1748～1821)

　大坂の豪商升屋の大番頭として活躍するとともに、『夢ノ代』を著して、封建制下に驚くべき合理主義を展開した、江戸時代後期の町人学者。本名は長谷川有躬、のち山片芳秀と改めた。通称は升屋小右衛門、蟠桃はその号である。
　播磨国印南郡神爪村(現、兵庫県高砂市〉に生まれ、大坂に出て升屋の別家を継いだが、本家升屋の苦境に際して敏腕をふるい、仙台藩にかかわりつつ、仙台藩および升屋の財政再建に成功した。しかも升屋を、全国数十藩を相手とする大名貸に成長させた。これにより、1805年(文化2年)升屋の親類並み（親類次席）にあげられ、公儀から徳行を賞されてもいる。
　学問は、懐徳堂で中井竹山・履軒に儒学を学び、さらに麻田剛立に新しい天文学を学んで、蘭学にも深い関心を持つに至った。生涯を通じての学問上の成果は、大著『夢ノ代』12巻に集大成されている。卓抜な経済論をとなえ、一切の神秘主義を否定して無神論を主張するだけでなく、地動説を確認したうえで、宇宙には私たちの太陽系と同じものが無数に存在するという、大胆な大宇宙論さえ展開した。この創意と創見とに満ちた現実的・合理的思想は、近代的世界観成立史上、とりわけ光彩をはなつものである。
